
１ 当初予算（要求）額（千円）

２ 当初予算（決定）額（千円）

３ 事業概要
エイズのまん延は、欧米及びアジア諸国をはじめ、世界的に深刻な状況にあり、わが国でもエイ

ズ患者は年々増加傾向にある。
岐阜県では、平成１４年１１月末現在、エイズ患者２９人、ＨＩＶ感染者２３人の報告があり、その

過半数が２０～３０代で、若い世代に感染が広まっている傾向があることから、特に若者を対象に
正しい知識の普及、エイズ抗体検査の受検促進を図るなどの対策を講ずる。

４ 施策の効果
（１）積極的な予防啓発を実施することにより、エイズ患者等の発生の予防が期待できる。
（２）とくに、若者層、ハイリスク者に重点を置いた予防啓発を実施することにより、エ

イズの爆発的な流行を阻止することができる。
（３）エイズ拠点病院７カ所の診療体制を充実することにより、エイズ患者等が安心して 受診で
きる。

５ 要求の内容
（１）エイズ対策部会開催費：138千円
（２）エイズ予防普及啓蒙活動費：6,083千円

・ラジオによる特に若者層を重点とした予防啓発
・「世界エイズデー」キャンペーン
・エイズ教育の促進

（３）検査実施費：4,179千円
（４）地域拠点病院促進事業費：2,981千円

・患者等受入医療機関整備、針刺し事故によるＨＩＶ感染防止体制整備の促進
（５）エイズ対策推進研修費：949千円

・カウンセリング研修、エイズ相談窓口担当者の特別研修

６ 用語の解説
○エイズ拠点病院・・・県が選定したエイズ診療の拠点となる病院

所 属 健康福祉環境部保健医療課

担当(係)名 感染症対策係 内 線 ２５４７

（款）４衛生費 （項）４保健予防費 （目）（２）感染症予防費

（明細書事業名)○感染症予防特別対策費
エイズ対策促進事業
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